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有限責任中間法人 久山生活習慣病研究所 2007年3月27日発行

本法人の活動にご賛同下さる方は、賛助社員としてご支援頂ければ幸甚です。個人1口1万円から法人1口10万円
から、何口でも結構です。詳しくは、法人事務局までご一報頂きますか、または、法人ホームページをご覧ください。
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平成18年度の活動
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（平成18年3月～平成19年1月）

20口（200,000円）
田中　精二

10口（100,000円）
有吉　久子
池田　壽雄
上田　一雄
小野山　薫
富永　雅也
藤井　一朗
前田日出三
田上　恒雄
匿名3名

5口（50,000円）
奥田　誠也
三田　哲司
田中　圭一
藤見　　惺
藤見　和代
峰松　一夫
輪田　順一

3口（30,000円）
江頭　芳樹
大森　　将
加藤　　功
川北　幸男
小島　　進
白水　明代
朝長　弘道
細迫　有昌
向井　常博
吉田　隆亮
匿名1名

2口（20,000円）
桑野　恭行
隈本　健司
佐渡島省三
佐々木　悠
中野　昌弘
布井　清秀
早川　　亨
柊山幸志郎
松井　敏幸
匿名1名

1口（10,000円）
秋武　　強
伊藤　剛二
犬塚　貞秀
岩瀬　豊子
岡田　　靖
大串　秀明
奥村　　恂
岡田　光男
川副　信行
喜久村徳清
興梠　憲男
笹栗　俊之
榊原　修一
杉　　東明
園木　一男
田中　秀欣
土橋　卓也
土井　浩生
中富　康夫
中富　道子
長尾　哲彦
西丸　雄也

春山　直樹
服部　文忠
東　　治道
藤本　　茂
福本　貴徳
船越　泰子
松村　　潔
松尾　栄一
槇田　裕之
益川理美子
山口　康平
山本　和彦
和田　美也
鷲尾　昌一
渡邊　義将
匿名7名

10口(1,000,000円)
医療法人社団原道会 摩利支病院
医療法人祥知会 はこざき公園内科医院
医療法人真鶴会 小倉第一病院
三菱ウェルファーマ株式会社

5口(500,000円)
医療法人至誠会 島松内科医院

3口(300,000円)
医療法人雪ノ聖母会 聖マリア病院

1口(100,000円)
医療法人 健三郎今村クリニック
財団法人 九州産業衛生協会
大村内科医院
医療法人 佐藤内科胃腸科クリニック
医療法人 中村胃腸科医院
医療法人敬天会　東和病院
医療法人　三井島内科クリニック
医療法人城内会 八尾病院 
匿名　1団体

賛助社員募集

賛助社員としてご支援ありがとうございます

個人84名、団体15団体の方々から合計8,320,000円（H19年1月現在）を頂戴致しております。
ここにご芳名を記して心より感謝の意を申し上げます。

（五十音順 敬称略）

（五十音順 敬称略）

個人申込

団体申込

法人本部

第3回理事会（平成18年3月30日）
　新年度計画の審議
第4回理事会（平成18年6月26日）
　平成17年度決算の承認
第2回社員総会（平成18年6月26日）
平成17年度活動報告・決算の承認、平成18年度活動計画・予算の報告、職務権限基準改定の承認、定
款改定の承認、全理事・監事の再任、承認。井手 義雄 理事（聖マリア病院 理事長）、居石 克夫 理事（九
州大病理学 教授）、恒吉 正澄 理事（九州大病理学 教授）が新任された。引き続き開催された理事会にお
いて、理事の互選により、尾前 照雄 代表理事、鮎川 正義 副代表理事、飯田 三雄 副代表理事、清原 裕
常務理事が再任された。

会 議

第21回国際高血圧学会学術集会が福岡市で開催されるにあたり、第2回アジア・太平洋循環器病予防セミ
ナー（世話人：上田 一雄 元久山町研究室主任、日本循環器病管理研究協議会 前理事長）が久山町ヘルス
C&Cセンターで行われた。講師は日本をはじめWHO，米国などの代表者が任にあたり、日本をはじめアジア各
地から46名の参加があり、盛会、有意義なセミナーとなった。（平成18年10月20～23日）
国際高血圧学会の展示会場で映画「久山町7000人のカルテ（第42回科学技術映像祭で内閣総理大臣
賞受賞作）の英語版“Medical Records of 7000 Residents in Hisayama Town”（約30分）を上映、好
評であった。

国際交流

第2回アジア・太平洋循環器予防セミナー開会式のあと
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●東京大学医科学研究所との共同研究において、九州大学病態機能内科学脳循環研究室グルー
プが集めた1,000例以上の脳梗塞患者と同数の久山町住民健常者で遺伝暗号（一塩基多型）を
比較し、12個の新しい脳梗塞関連遺伝子を同定した。そのうちの2個の研究成果を公表した。遺伝
子研究と疫学研究を組み合わせたゲノム疫学研究として注目されている。
　（Nat Genet 39巻, 2007年, Hum Mol Genet 16巻, 2007年）

●アンジオテンシン変換酵素（ACE）遺伝子多型が喫煙と悪性腫瘍死亡の関係を修飾することを報
告した。（Eur J Cancer Prev 15巻, 2006年）

●異なる時代に設定した久山町研究の3集団の追跡成績を用いて、タイプ別にみた脳梗塞の発症
率、死亡率、生命予後の時代的変化を検討した。（Neurology 56巻, 2006年）

●1988年に設定した最近の第3集団について、メタボリックシンドロームが慢性腎機能障害の発症
に大きな影響を及ぼすことを報告した。（Am J Kidney Dis 49巻, 2006年）

●第3集団の追跡調査で、萎縮性胃炎のマーカーであるペプシノゲンIおよびI／II比が胃癌発症の予
測因子になることを検討した。（Am J Epidemiol 163巻, 2006年）

●上記集団について、食塩摂取量が胃がん発症に関連することを前向き研究によって明らかにした。
（Int J Cancer 119巻, 2006年）

●喫煙は歯周炎の発生を促進するが、歯肉出血に対しては現在の喫煙だけでなく過去の喫煙も抑
制的に作用することを報告した。（J Periodontol 77巻, 2006年）

●久山町では時代とともに骨密度の正常者の増加傾向がみられた。Ca摂取量が全国平均を上回っ
ていることと、運動の習慣化によることが示唆される。（中村学園大学報告書 城田 知子教授）

●多施設共通データベースを用いた脳卒中に関する臨床疫学研究
　福岡脳卒中データベース推進委員会は脳卒中急性期患者を登録しデータベース化するシステ
ムをNTTデータとともに共同開発した。九州大学病院と関連8施設の急性期脳卒中患者を対象
に、臨床情報とともに血漿ならびにゲノムを保存して、急性期の病態解明や慢性期の予後につ
いて検討する臨床疫学研究（Fukuoka Stroke Registry；FSR）の準備をほぼ完了した。

●動脈硬化の危険因子に関する研究
　糖尿病、高血圧、慢性腎不全の冠動脈硬化に与える影響を剖検例について検討した。
　（九州大学 居石 克夫 教授）

●認知症研究
　久山町第3集団の剖検例を中心に認知症の頻度と病型、危険因子としての糖尿病の関わりを
明らかにした。（九州大学 岩城 徹 教授）

久山町研究ユニット

臨床・病理研究ユニット

健診事業

久山町は脳卒中の実態解明とその予防手段の開発及びゲノム疫学の設立に携わり、将来のテー
ラーメイド医療・予防の発展につながるリーディングプロジェクトに貢献したという業績に対して平成
18年10月4日第58回保健文化賞を受賞した。第35回に続き2回目の受賞である。

保健文化賞受賞（久山町）

平成18年度健診（H18年7月～8月）
40才以上の対象者2,503名中2,073名（83％）が受診した。

高齢者健康調査（H18年）
65才以上の久山町住民1,724名中1,545名（89.6％）を調査した。
何らかの介助が必要または寝たきりが220名（15％）、
うち自宅生活者と入院・入所者がほぼ半数ずつを占めた。
認知症またはその疑いのある者は216名（14％）であった。

ヘルスC&Cセンター（久山町）


